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期間限定複数年度

( 年度～ 年度）

単位 区分 30 年度 1 年度 2 年度 3 年度 4 年度

見込

実績

見込

実績

見込

実績

単位 区分 30 年度 1 年度 2 年度 3 年度 4 年度

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

単位 区分 30 年度 1 年度 2 年度 3 年度 4 年度

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

01 02 01 14 大事業 中事業

04 02
30 年度 1 年度 2 年度 3 年度 4 年度 30 年度 1 年度 2 年度 3 年度 4 年度

0

0

0

0

-721 

-721 

千円

千円

千円

千円

2 2

2 2 2

0

0

0

0

-415 

    

00686

832

車輌経常管理費

見込
前年比

104.5%

イ 車検経費・修繕料等の支払い → イ 支払回数 回

1 1 1 1 1

1 6 3

100.0% 600.0% 300.0% 300.0%

    

ア 運行状況の確認 → ア 運行日報の確認 回

244 244 200 200 200

244 195 209

100.0% 79.9%

100.0% 98.7% 100.0% 101.4%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

594 586 586

23 5回

0 0 0

ア 町営バス車両 → ア 町営バス車両数 台
2 2 2

ウ → ウ

→

②意図（対象をどのような状態にしたいのか） ⑤成果指標（意図の達成度）

イ

→

ア 安全で快適に運行できる状態にする → ア 故障・整備回数

→

政策名

施策名

令和

事業番号 まちづくり課 年度課長名

地域対策係 担当者・シート作成者係名
00686

簡易年度　事後評価・決算

車輌経常管理費

県支出金

その他特財

町　債

作成

快適な生活環境の里づくり

根拠法令等

所管課名

公共的交通機関の充実

令和3年10月

小林　英将

日笠　雄策

104.5%

款

実 績

予算科目
会計

ウ → ウ

実 績
予算

（千円）
前年比

ウ

③主な活動内容 ⑥活動指標

その他特財

国庫支出金

一般財源

866

国庫支出金

予算執行率

合計(A)

県支出金

町　債

832

998

使用料及び賃借料　借上料

1,354 832 832

役務費

支出事業内容

財源名称

支出事業内容

822

一般財源

公課費

トータルコスト(A+B)

主　な

人件費計(千円)(B)

最終予算額

（決　算）

主　な

-415 

1,0311,448

63

169

1,354 千円

0

0

-2 

-417 

1 1

10

853

需用費

役務費

使用料及び賃借料　借上料

公課費

866

832

1,051需用費

10

34

合計

10

832

33 3435

1,413

（予　算）

71

③開始したきっかけ（いつ頃、どんな経緯で）

平成１４年２月のバス規制緩和によりバス事業への参
入、脱退が自由化されため、中鉄バスが赤字路線から
撤退し、同年９月で廃止となった路線の代替交通機関
として、町が独自に運行を始めた。

②今年度の事業内容（具体的な内容、事務概要等を簡潔に記載する）

・鏡野地域内を結ぶ町直営の公共交通機関（町営バス）
・越畑線、公保田線、中谷線、郷線の４路線を走る2台の管理費用
・車検に係る重量税等諸経費の支払い（車検費用は委託業者が支払）
・故障時の修繕、代替車の手配
・運行事業者、車輛整備会社との調整

73.7%

1

34

④対象指標

1 1

延べ業務事務時間

1,413 832

従事正職員人数

10

998

①事業期間

819

事業番号

１．事務事業の概要

イ

①対象（誰、何を対象にしているのか）　　

見込見込実績

２．事務事業の対象・意図・活動・成果指標

イ

総務管理費

10

822 2,075 8321,354

項 目

一般会計

8192,075

総務費

実績実 績見込

諸費

実 績
決算

（千円）

予算上の事業名

３．事務事業の予算・コスト概要

単年度繰返し

単年度のみ

イ
運行時点検回数（年間）
【運行日数×2便（越畑・中谷線）】

回

594 594

594 586

ウ

594

0 0

2

事務事業名

870

66

0

62

千円

千円

千円

千円


